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学 位 論 文 内 容 の 要 旨  














































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 以上，本研究で提案・試作したジメチルエーテルを推進剤としたパルス型プラズマスラス
タ“DME-PPT”は，従来型の固体テフロンPPTよりも推進性能で優れ，今後の宇宙用推進機
の新たな選択肢となり得る価値あるものであり，この成果は機械・宇宙工学，特に推進系分
野の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士（工学）の学位論文に値するもの
と認められる。  
なお、本論文の内容に関して、審査委員や公聴会における出席者などから、種々の質
問がなされたが、いずれに対しても著者から適切な回答がなされ、質問者の十分な理解
が得られた。以上より、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎
重に審査した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。  
 
